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コロナ禍の中、２年にわ
たり開催を延期してまいり
ました農学部同窓会第14回
総会が、昨年11月に山口市
で開催され、武永清實前会
長の後任として、農学部同
窓会長の大役を務めること
となりました。中山清次門

下生の中で最もできの悪い弟子を自認する私でい
いのか不安もありますが、精一杯努めてまいりま
すのでよろしくお願いします。

先日、下関市長府にあります開学60周年を記念
して建立された「農学部創設の地」碑に行ってま
いりました。私が入学したのは既に吉田キャンパ
スに移転された後でしたが、改めて農学部歴史の
重さを痛感したところです。

さて、今回の同窓会報は、平成30年３月に山口
大学共同獣医学部同窓会「青山会」が設立された
ことや、事業内容等が実態と合わなくなったこと
を受けて、平成９年の改正以降、久しぶりの本格
的な会則改正に取り組んだ第14回総会の議決内容
等を、会員の皆様に報告することを主な目的とし
ております。

まず、会則第１条に、会の名称「農会（みのり
かい）」を明記しました。「農会」については、私
も諸先輩から伺っていたとともに、他学部同窓会
役員には認知されておりながら、どこにも明記さ
れておらず、一方承知されていない会員の方も多
いと思います。農学部同窓会県庁支部「みのり（ひ
らがな表記）会」と混同しないよう留意しながら

活動展開に努めてまいります。
事業では、「会員名簿」発行の事項を削除しま

した。会員名簿は、2019年（令和元年度）に発行
予定でしたが、個人情報保護法のもと取扱が厳し
くなったことから、他学部同窓会における会員名
簿作成状況を把握するとともに、厳しい予算執行
の中で経費削減が必要なこと、印刷経費がかかる
一方会員名簿の有償購入者が約120名と少ないこ
と等を複合的に勘案し、既に同窓会報でお知らせ
したとおり発行しないこととしました。これに伴い、
会則から削除しました。

「支部総会、同期会等への支援事業」については、
事業の実施要領を定め、以前から参加者が多い会
に対する増額の要望もあり、参加する会員が10名
以上30名未満の会に１件につき２万円、30名以上
の会は１件につき３万円としたところです。コロ
ナ禍で控えていた同期会等の開催で、本事業が積
極的に活用されますことを期待しております。なお、
会終了後、会の様子を同窓会報の記事として掲載し、
会員相互の情報共有とするため、原稿の提出をお
願いします。

農学部同窓会の運営には、青山会設立に伴い獣
医学を専攻する新規会員の加入がなくなったこと、
会費納入に対する会員の皆様の一層の御協力をお
願いするとともに、経費節減に努めていかなけれ
ばならないこと等、多くの課題を抱えておりますが、
「会員相互の親睦を図り、併せて山口大学農学部
及び大学院の発展に寄与する」という会の目的を
達成するため、積極的な会の運営に努めて参りま
すので、今後ともよろしくお願いいたします。

令和5年度山口大学農学部同窓会会報ごあいさつ

農学部同窓会長　廣岡　隆義
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同窓会の皆様におかれま
しては、ご健勝にて益々ご
活躍のことと存じます。また、
平素より山口大学農学部へ
のご支援をいただき、感謝
申し上げます。

2020年４月より、学部長
職を拝命しました宮田浩文

です。早いもので、学部長として最後の１年（～
2024年３月）になりました。最後まで、どうぞよ
ろしくお願いします。まずは、この１年間の山口
大学全体の様子について説明いたします。
2022年夏から秋：オミクロンBA.5系統による

第７波のピークを迎えましたが、弱毒化がすすみ
重症化のリスクはかなり低減しました。しかし、
感染後の対応は相変わらず１週間程度の自宅待機
を必要とし、感染者に対するオンライン授業の実
施や補修講義が頻繁に行われました。恒例行事で
ある夏のオープンキャンパスは、人数制限あるい
はオンラインも併用しながら無事実施することが

できましたが、以前の盛況ぶりからすると少し物
足りない印象でした。秋のホームカミングデー（同
窓会）も昨年同様にビデオ公開等の企画が中心と
なり、視聴者数もあまり伸びませんでした。コロ
ナ下での様々な企画にもマンネリ化を感じ、そろ
そろ限界かなという印象でした。
2023年冬から春：冬には第８波も発生し学部

内でも数名の感染者が確認される状況が続きまし
たが、予定通り期末試験、卒論・修士論文の発表会、
大学入試等を実施することができました。さらな
る重症化率の低減もあり、３月からはマスク装着
の義務が緩和され、５月にはインフルエンザと同
等の扱いになりました。卒業式と入学式は全員が
一堂に会して行われました。しかし、保護者の方
および在校生の参加はまだ認められず、簡素化さ
れた静かな式典となりました。新学期が始まって
からは、授業における人数制限および課外活動の
規制もなくなりました。また、６月中旬には、飲
食も許可された七夕祭が実施され、以前のように
賑やかな笑顔溢れるキャンパスが戻ってきました。

何となく落ち着かない雰囲気を余儀なくされた
３年間でしたが、幸い、山口大学農学部の卒業生
および大学院修了生の就職率は、94～100％の高
率を維持しております。これからも、学生全員が

農学部の近況報告

農学部長　宮田　浩文
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充実したキャンパスライフを送り、納得のいく就
職活動ができるよう、教職員一同、学生支援に努
めて参ります。

最後に、今年の10月28日（土）に予定しており
ます、「農学部140周年記念行事」についてのお知
らせです。山口大学農学部は、1883（明治16）年
６月に山口栽培試験場内に開設された農事講習会
を前身とし、これを引き継ぐかたちで、1949（昭
和24）年６月に山口大学農学部が設置されており、
2023（令和５）年に創立140周年を迎えることに
なります。今年は、10年後の創立150周年にむかっ
て新たな一歩を踏み出すための節目と考えており、
その目的に沿った記念行事（キックオフ講演会）
をホームカミングデーの企画として開催したいと
考えております。

上記のような様々な情報が農学部HPに記載さ
れています。また、引き続き「月刊農学部長」お

よび在学生による「広報部だより」も毎月更新さ
れています。教員あるいは学生の立場から吉田キャ
ンパスの風景および学生による写真を中心に紹介
しています。ぜひご覧いただき、山口大学農学部
の現状について理解を深めていただければ幸いで
す。今年度からスマホからも非常に見やすいHP
となっていますので，お気軽にアクセスしてみて
ください。

同窓会の皆様には、今後ともご厚情ならびにご
指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

写真：大学祭のステージ企画（前頁掲載）とフィナーレの打ち上げ花火



山口大学農学部同窓会々報

− 4 −

 総会開催報告

山口大学農学部同窓会
第14回総会開催報告

農学部同窓会総会は、会則では五年に
一度開催と定めているところ、コロナウ
イルスの感染が拡大している状況を鑑み、
２年にわたり開催を延期しておりました
が、コロナ禍の緩和を受けて、会員37名
の出席を得て、令和４年11月５日（土）
午後３時から山口市湯田温泉のかめ福オ
ンプレイスにおいて開催しました。

総会は、山本晴彦常任幹事長の司会で
進められ、開会行事では、 武永会長の開
催挨拶に続き、宮田農学部長から祝辞を
賜りました。

その後、農学科31期卒業の井上興さん
を議長に選出し、議事に入りました。

最初に廣岡副会長が過去７年間分の農
学部同窓会の会務報告を行い、谷岡会計
監事の監査報告の後、議案について異議
なく了承されました。

続いて、農学部同窓会会則の改正と、
農学部同窓会が実施している各種事業の
実施要領等の制定について廣岡副会長が
趣旨説明をし、承認されました。

最後に、新役員（案）が提案され、承
認を受け、令和５年度から五年間農学部
同窓会を運営する役員体制が決まりました。

総会後に、「わが国で発生する気象災
害の特徴」と題して、山口大学農学部教
授　山本晴彦先生に記念講演をしていた
だきました。予定の時間があっという間
に過ぎ、熱のこもった講演会となりました。

次回総会は、令和９年の予定です。皆
様と元気にお会いできますことを楽しみ
にしております。

武永会長7年間ありがとうございました

新役員挨拶

武永会長挨拶
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 総会開催報告

（名　　称）

第１条　この会は、山口大学農学部同窓会と称する。
　　　　 この会の略称を「農会（みのりかい）」と

する。
（目　　的）

第２条　 この会は、会員相互の親睦をはかり、併
せて山口大学農学部及び大学院の発展に
寄与することを目的とする。

（会　　員）

第３条　この会は、下記の会員をもって構成する。
　１．正 会 員　山口大学農学部卒業生
　　　　　　　　山口県獣医畜産専門学校卒業生
　　　　　　　　 山口大学大学院農学研究科修了生
　　　　　　　　 山口大学大学院創成科学研究科

修了生

　２．特別会員　山口大学農学部現・旧教官
　３．準 会 員　 山口大学農学部在校生並びに山

口大学大学院農学研究科・創成
科学研究科在校生

（本部及び支部）

第４条　 この会の本部は山口大学農学部内に置き、
支部を必要の地に置く。支部に関しては
別に定める。

（役員及びその任務）

第５条　この会に次の役員を置く。
　１．名誉会長　　（学部長を推挙する）
　２．会　　長　　１名
　　　会長は会を総轄する。
　３．副 会 長　　若干名
　　　 副会長は会長を補佐し、会長に事故あると

山口大学農学部同窓会会則

山口大学農学部同窓会
令和４年 11 月５日制定

山本晴彦教授による記念講演宮田農学部長から祝辞を賜りました
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きはその任にあたる。
　４．常任幹事　　若干名
　　　 本学部常勤の同窓生等を常任幹事とし、そ

の代表者を常任幹事長とする。
　　　 常任幹事は会長の命を受けて会務を分掌し、

会の運営にあたる。
　５．幹　　事　　若干名
　　　 幹事は総会に提出する議案等、審議を要す

る重要事項の審議にあたる。
　６．会計監事　　若干名
　　　 会計監事は原則として年１回、会費の運営

状況に関して監査する。
（役員の選出）

第６条　 この会の役員は次により選出する。任期
は５年とし、再任は妨げない。

　１．会長、副会長
　　　総会において選任する。
　２．常任幹事
　　　常任幹事長及び常任幹事は会長が指名する。
　３．幹　　事
　　　 各支部の推薦者及び地区代表者から会長が

委嘱する。
　４．会計監事
　　　 近隣支部の推薦者及び常任幹事の中から、

各１名を総会で選任する。
（会議及びそれに付議する事項）

第７条　 総会及び幹事会は、会長がこれを招集し、
常任幹事会については会長もしくは常任
幹事長がこれを招集する。

　　　　 会議において議決を要する場合は、出席
者の３分の２以上の決議することによる。

　１．総　　会
　　　 総会は、原則として5年毎に開催する。但し、

会長が必要と認めた場合は臨時総会を開く
事ができる総会の議長は出席者から選出する。

　　　総会に付議する事項は次のとおりとする。
　　　イ　会務の報告
　　　ロ　決算及び予算の審議、決定
　　　ハ　会則の改正
　　　ニ　役員の選任
　　　ホ　その他重要事項の審議決定
　２．常任幹事会
　　　常任幹事会は、必要に応じて開催する。
　３．幹 事 会

　　　 幹事会は、会長がこれを招集し、総会に提
出する議案の審議にあたる。緊急を要する
事項が生じた場合には会長がこれを招集し、
当該事項の審議にあたる。この場合に限り
総会の議を経ず決定することができる。た
だし次期総会において報告するものとする。

（各種活動の実施）

第８条　 本会は、会員相互の連携を密にするため、
以下の活動を行う。

　１．会報の発行
　　　 本会は、会員相互の連携を密にするため、

会報を毎年発行する。
　２．各種事業等の実施、支援
　　　 本会は、会員相互の交流を深めるとともに、

資質向上を図るため、各種事業等を実施する。
　　　詳細は別に定める。
　３．山口大学同窓会との連携
　　　 山口大学同窓会は、「会員相互の親睦交流を

図り、総合大学としての山口大学の教育研
究活動を助言し支援するとともに、山口大
学の発展に寄与すること」を目的として、
平成11年1月13日に設立された。

　　　 本会は、この趣旨に賛同して、山口大学同
窓会理事会並びに各種活動に参画する。

（会費及びその徴収方法）

第９条　 本会の経費は会費、寄付金及びその他の
収入をもってこれにあてる。会費の徴収
は次のとおりとする。

　１．会　　費
　　　イ　入会金　　１万円
　　　ロ　会　費    年額１千円
　２．徴収方法
　　　イ　入会金は入学時に徴収する。
　　　ロ　会費は毎年一定時期に徴収する。
附則

　　この会則は昭和 34 年 11 月 23 日より施行する。
　 　この会則は昭和 43 年 10 月 20 日に一部改正、昭

和 43 年 11 月 1 日より施行する。
　 　この会則は昭和 47 年 9 月５日に一部改正、昭和

47 年 10 月 1 日より施行する。
　 　この会則は昭和 49 年 10 月 27 日に一部改正、昭

和 49 年 11 月 1 日より施行する。
　 　この会則は昭和 55 年 11 月 8 日に一部改正、昭

和 55 年 12 月 1 日より施行する。
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 総会開催報告

　 　この会則は平成 3 年 3 月 2 日に一部改正、平成
3 年 3 月 3 日より施行する。

　 　この会則は平成 7 年 11 月 8 日に一部改正、平成
7 年 11 月 19 日より施行する。

　 　この会則は平成 9 年 7 月 1 日に一部改正、平成
10 年 1 月 1 日より施行する。

　 　この会則は令和４年 11 月５日に一部改正、令和
４年 11 月６日より施行する。

支部総会、同期会等への支援事業実施要領

山口大学農学部同窓会
令和４年 11 月５日制定

第１　趣　　旨

　 　山口大学農学部同窓会は、会員相互の交流を
図るために開催される支部総会、研究室同窓会、　　　
同期会等を支援するために必要な事項を定める。

第２　事業の内容

　１　事業内容
　　 　会員相互の交流を図るために開催される支

部総会、研究室同窓会、同期会等に対して、
補助金を交付する。

　２　対象とする会
　　 　補助金交付を申請する時点で、参加する会

員が10名以上見込まれる会
　３　補助金額
　　（1）　 参加する会員が10名以上30名未満が見

込まれる会；1件につき2万円
　　（2）　 参加する会員が30名以上が見込まれる

会　　　　；1件につき3万円

第３　事務手続き

　１ 　会の代表者は、開催を計画するに当たり、
山口大学農学部同窓会事務局から、事業の実
施　要領等を事前に入手し、会を開催する予
定日時の30日前までに、別記様式１に基づく
補助金交付申請書を同窓会事務局に提出する。

　２ 　常任幹事長は、申請書を精査の上、補助金
を交付する。

　３ 　会の代表者は、会終了後、60日以内に、別
記様式2に基づく実施報告書を同窓会事務局に
提出するとともに、農学部同窓会報に掲載す
るための記事（代筆を含む。）を提出する。

　４ 　常任幹事長は、会長へ必要な事項を随時報
告する。

第４　その他

　 　この要領に定めるもののほか、事業の実施に
必要な事項については別に定める。

附　　則
　１ 　この要領は、令和４年11月６日から施行する。

　　山口大学農学部同窓会細則
　　令和４年 11 月　５日制定

（会費について）

１　入会金の返却
　 　入学時に納入した入会金について、在校生が

退学等によって同窓会員となる資格を失った場
合、民法改正に伴う請求権の失効期間等を踏まえ、
資格失効になった時点が令和２年３月31日以前
の場合は10年以内、令和２年４月１日以降につ
いては５年以内に請求があった場合、返金に対
応する。

２　過年度会費の請求について
　 　会費については、毎年会報と共に振込用紙を

同封し、会費納入を依頼しているが、未納となっ
た過年度会費については、自主的な納入は受け
入れるものの、請求までは求めないものとする。

附則

　 　この細則は令和４年 11 月５日に一部改正、令和
４年 11 月６より施行する。
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別記様式１
支部総会、同期会等への支援事業補助金交付申請書

申請年月日；令和　　年　　月　　日

　山口大学農学部同窓会長　様

申請者氏名：　　　　　　　　　　　　

連絡先住所；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　

　下記の会を開催しますので、支部総会、同期会等への支援事業実施要領第３の２の規定に基づき、補助金交付を申
請します。

１　開催内容
　（1）支 　　部 　　総 　　会；　　　　　　　支部
　（2）研　究　室　同　窓　会；　　　学科　　　　　　　研究室
　（3）同　　　　期　　　　会；　　　学科　　　　回卒
　（4）複数にまたがる同期会等；主とする同期生　　　学科　　　　回卒
２　開 催 年 月 日；令和　　年　　月　　日
３　開　催　場　所；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　代 表 者 氏 名；　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　参加予定会員数；　　　　　　名
６　経 費 予 算 額；　　　　　　　円　うち同窓会補助金　　　　　　　円
７　補助金振込口座
　　（　　　　　）銀行　（　　　　　）店
　　普通預金口座（　　　　　　　　　）　口座名義人（　　　　　　）　　

別記様式２
支部総会、同期会等への支援事業実施報告書

令和　　年　　月　　日

　山口大学農学部同窓会長　様

申請者氏名：　　　　　　　　　　　　

連絡先住所；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　

　下記の会を開催したので、支部総会、同期会等への支援事業実施要領第３の４の規定に基づき、事業実施報告書を
提出します。

１　開催内容
　（1）支 　　部 　　総 　　会；　　　　　　　支部
　（2）研　究　室　同　窓　会；　　　学科　　　　　　　研究室
　（3）同　　　　期　　　　会；　　　学科　　　　回卒
　（4）複数にまたがる同期会等；主とする同期生　　　学科　　　　回卒
２　開 催 年 月 日；令和　　年　　月　　日
３　開　催　場　所；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　代 表 者 氏 名；　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　参 加 会 員 数；　　　　　　名
６　決算報告の概要；総支出額　　　　　　　円　うち同窓会補助金　　　　　　　円
７　山口大学農学部同窓会報の原稿；別添のとおり
※　必要に応じて、当日の資料等を添付のこと。

補助金については、農学部同窓会事務局までお問い合わせください。
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 総会開催報告

役員の改選について

役 職 新　役　員

会 長 廣岡隆義（農学科 27 回卒）

副 会 長 原田康典（農学科 27 回卒）

副 会 長 沖　敏雄（農学科 34 回卒）

会 計 監 事 恵美奈大作（農学科 39 回卒）

会 計 監 事 肥塚崇男（生物資源科学科 6 回卒）

常任幹事長 薬師寿治（農芸化学科 23 回卒）

常 任 幹 事 佐々木一紀（生物資源環境科学科6回卒）

幹 事 藤村　誠（農学科 35 回卒）

幹 事 藤田浩義（生物資源科学科 3 回卒）

任期；令和 5 年 4 月 1 日から令和 10 年 3 月 31 日ま
でとする。

役員の改選について

会計報告

 
 

 

 会計報告
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 令和４年度事業・会計報告

令和４年度会計報告令和４年度事業報告

令和４年
５月　６日　 令和３年度会計監査会（谷岡会計監事・

伊藤会計監事・山本幹事長）
　　　20 日　 令和４年度　第１回　農学部同窓会役

員会
　　　30 日　 第 32 回　山口大学同窓会理事会出席

（武永会長・廣岡副会長・伊藤会計監事）
９月　15 日　山口大学農学部同窓会会報　第35号発行
10月　18 日　 令和 4 年度　第２回　農学部同窓会役

員会
11月　５日　第 14 回　山口大学農学部同窓会総会
令和５年
３月　10 日　 第 33 回　山口大学同窓会理事会出席

（武永会長・廣岡副会長）
　　　23 日　 令和４年度山口大学大学院修了式及び

山口大学卒業式出席（武永会長）
　　　　　　 農学部同窓会長表彰及び受賞者写真撮

影（武永会長・山本幹事長）

令和４年度
[収入の部]
 1. 前年度繰越金 13,038,158 
 2. 入会金 910,000 
 3. 年会費 656,000 
 4. 記念碑建設寄付金 0 
 5. 利息 178 
 6. 会員名簿販売 3,000 
 7. その他
  （1） 総会・懇親会会費等 0 
  （2）預り金 0 
  （3）返金 0 
収入合計 14,607,336 
[支出の部]
 1. 事務費
  （1） セーフティーケース使用料 14,520 
  （2） 文房具 ･ 用紙 ･ 印刷費 6,182 
  （3） 通信費 18,024 
  （4） 旅費 0 
  （5） 会員名簿データ管理経費 110,000 
  （6） その他（アルバイト等） 130,000 
 2. 会議費 14,787 
  （1） 役員会費（幹事会等）
  （2） その他 0 
 3. 事業費
  （1） 総会開催費 189,342 
  （2） 支部大会開催等に伴う経費 0 
  （3） 名簿発行費 0 
  （4） 会報発行費 827,200 
  （5）  旧山口大学日中学術奨励会会費 0 
  （6）  同窓会長表彰記念品料（卒業式） 60,000 
  （7）  同期会・研究室同窓会開催補助金 90,000 
  （8） 学会開催補助金 20,000 
  （9） 山口大学同窓会分担金 100,000 
 （10） その他 10,000 
 4. 慶弔費 0 
 5. その他 2,376 
支出合計 1,592,431 
[次年度への繰越金] 13,014,905 
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 ホームカミングデー

第11 回山口大学ホームカミングデー
「農学部140 周年記念講演会」の御案内

　山口大学農学部は、1883（明治 16）年６月に山口栽培試験場内に開設された農事講習会を前
身とし、これを引き継ぐかたちで、1949（昭和 24）年６月に山口大学農学部が設置されており、
2023（令和５）年に創立 140 周年の節目を迎えることになります。
　これまでの長きにわたり、卒業生の皆様をはじめ、農学部の活動に関わられてきた学内外の
関係者の皆様の御支援や御協力により、教育研究の発展並びに、時代の要請に対応できる人材
育成を進めて参りました。
　この度、卒業生と在学生・教職員との交流行事として、また地域の方など広く一般にも公開
の上、下記のとおり「第 11 回山口大学ホームカミングデー『農学部 140 周年記念講演会』」を
開催します。
　つきましては、ぜひ御参加、御周知いただきますよう御案内申し上げます。

記
　　　日　時：令和５年 10 月 28 日（土）10 時～ 12 時 30 分
　　　場　所：山口大学吉田キャンパス福利厚生施設（FAVO）１階ホール
　　　次　第：学部長挨拶・農学部の歴史紹介
　　　　　　　同窓会長挨拶
　　　　　　　特別講演：名誉教授　山本　晴彦 
　　　　　　　特別講演：名誉教授　山田　守
　　　　　　　産業 DX 企画（展示・映像）：教授　荊木　康臣

※農学部 Web サイトからお申込みをお願いいたします。
　【山口大学農学部】https://www.yamaguchi-u.ac.jp/agr/140th/index.html

特　別　講　演
演題：�激甚化する豪雨災害から�

命と暮らしを守る
　～山口県・広島県・福岡県・岡山県などに
　　おける近年の災害事例から～
　講師：山口大学名誉教授　山本　晴彦氏

演題：山大での半世紀を振り返って

　～ “ 和意恵素 ” サッカーに熱中した青春、
　　中高温微生物研究のパイオニアとして～
　講師：山口大学名誉教授　山田　守氏

（略歴） 
・山口大学農学部
　農学科 33 回卒
・令和２年防災功労
　内閣総理大臣表彰
　受賞

（略歴）
・山口大学農学部
　農芸化学科８回卒
・令和５年日本農芸化
　学会功績賞受賞

本講演は学術講演ではありません。
学生時代の思い出なども話題に、どなたでも参加しやすい内容です。
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産業ＤＸ企画（展示・映像）
　山口大学は令和３年度文部科学省大学改革推進等補助金（デジタル活用高度専門人材育成事
業）に採択され、農学部では産業界から求められる「デジタルファーミングを理解・実践でき
る人材」「農業・食品分野でデータを活用したイノベーションを創出できる人材」を育成するた
めの取り組みを行いました。社会課題である農業の担い手の確保、グリーン社会の実現を目指
して、教育の向上、高度化を図っています。
　大学院創成科学研究科農学系学域の荊木 康臣教授から、農学部の取り組みを紹介します。

会場：山口大学吉田キャンパス福利厚生施設（FAVO）
　令和元年 10 月に山口大学吉田
キャンパスの農学部前、キャンパ
スの中央にカフェなどの福利厚生
施設がオープンしました。

本件お問い合わせ：山口大学農学部  TEL：083-933-5800，e-mail：ag293@yamaguchi-u.ac.jp

♪焼き立てパンと
ドリンクの軽食を
用意してお待ちし

ております♪
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編 集 後 記
コロナも５類となり、コロナ禍前の日常に戻りつつあります。OB会、同窓会の
開催報告も徐々に増えてきており嬉しい限りです。10月28日にはホームカミング
デーが開催されますので、久しぶりに山口大学に足を運んでみてください。これ
までなかなか会えなかった方との交流ができることを願っております。（S）

◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆
《年会費納入のお願い》

日頃より農学部同窓会の運営にご理解、ご協力を賜りありがとうございます。
当会の年会費は1,000円です。会報に振込用紙を同封しておりますので、お近くの郵便局にて

ご納入くださいますようお願いいたします。
郵便振込口座　　０１５３０－７－８６２９

同期会、研究室同窓会、支部総会の開催に対して補助金が支給されます。
参加する会員が 10 名以上 30 名未満が見込まれる会：1 件 20,000 円
参加する会員が 30 名以上が見込まれる会　　　　　：1 件 30,000 円

いずれも参加者が「10 名以上」を適用の目安とします。
お問い合わせ並びに申請は下記にご連絡ください。

同窓会事務局担当者：薬師（083-933-5858）
Email （minorikai@yamaguchi-u.ac.jp）

お 知 ら せ


